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れ
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す
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る
べ
き
で
と
名
、
ス
て
い
る
と
一
日
え
る
し
ド
デ
い
格
口
を
応
則
と
し
つ
つ
、
相
絞
人
が
山
中
な
る

っ
て
い
る
場
ん
け
に
は
、

そ
の
利
H
M
J

ど
ム
エ
闘
に
I
J
4
2
Q方
が
か
げ
ろ
ギ
ヰ
与
に
な
り
得
る
ー

管川町
U
T

越
、
え
て
、
円
パ
ム
生
時
斗
寸

考
え
て
い
る
と
門
ん
る

一
九
十
ピ
ハ
ギ
の
法
伴
に
よ
る
斗
十
日
化

フ
ラ
ン
ス

C
は
、
む
忠
一
並
共
有
に
認
し
て
川
悦
立
論
が
形
成
さ
れ
、

九
u

六

4
C次
位
r
A
戸
、
れ
を
止
法
化
？
と
ー
；
い
う
経
議

Eめ
〉

ア
n
υ
法
化
に
あ
ア
つ
て
は
リ
リ
例
刈
一
献
の
ほ
こ
心
こ
が
そ
の
ま
主
一
…
部
用
さ
れ
た
が
、

つA

〕
や
似
し
た
来
実
に
湿
一
！
？
白
川
リ
例
河
論
に
対

し
て
ぽ
、
ジ
J

説
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
－

11弘太1};?) CiG (5 I〔沿＇ Iつワ31.ヨ00;



フ
Jレ

lレ

（

〕

｝

J

一Cニヱ
に
よ
る
と
、
判
例
は
迫
些
与
め
る
百
五
乙
相
続
人
制
人
に
帰
同
戸
ナ
る
で
ポ

γ

去
を
同
別
し
て
い
る
が
、
り
ぞ

三時

の
一
計
価
主
治
は
必
ず
ー
よ
】
明
確
に
は
な
い

バ
川
川
は
mポ
い
み
を
個
人
ト
九
月
市
寓
手
円
、
プ
U
場
合
の
吹
い
げ
ど
し
て

ま
ず
J

士
ヘ
布
切
れ
の
一
人
；
h
J
会

ーム

日州

く
新
し
い
活
践
に
従
事
1

〆
て
い
る
こ
ノ
年
波
求
し
し
い
る
し
か
し
、

1
l
J

、

叫
村
1

L

！
v

新
し
い
活
此
」

に↓市山叩寸ふ
2

Q

よかは、

解
釈
で
可
慨
が
止
ハ
な
こ
に
く
る
。
一
日
析
し
ご
を
式
表
に
併

γ
る
と
、

た
の
川
市
川
山
…
庁
間
に
対
め
ら
れ
て
ど
な
か
っ
h
J

げ
明
幻
九
十
て
や
指
す
こ

ζ

に
は
る

omえ
ば
、
似
宗
や
て
楽
に
お
い
て
は
被
統
的
に
契
約
を
締
結

γ
る
、
」
こ
が
あ
る
炉
、
共
有
鵡
川
町
依
ピ
締
結
）
た
hmんI
札
ヘ
ヱ
て

が
新
し
ふ
旧
品
川
と
許
制
さ
れ
る
c

γ
ム
ハ
桁
問
何
日
航
削
ー
し
北
へ
て
新
し
レ
強
類
（
り
一
民
刊
μ
一
の
み
乞

反
対
に
、

裂
し
い
司

に出町
1
9
るーし、

祁

rw一と
ιは
る
し
斗
ハ
打
慌
桜
前
に
は
な
か
っ
と
別
心
棒
銀
の
梨
批
で
ヘ
歩
行
れ
ば
新
し
い
と
ぽ
一
千
九
ヨ
レ
に
山
湿
の
例
て
ぽ
新
し
い
二
日

到
、
よ
討
日
間
さ
れ
な
い
こ
と
に
伝
る
〔

山
内
心
ト
め
げ
る
別
の
安
作

利
引
の
ん
矧
N
M

に
つ
い
て
片
山

日一
mv
裟
咋
去
、
え
川
叫
に
し
て
い

宮
内
v
h

～

れ
ば
他

c
渋
川
三
川
た
し
て
い
な
く
て
も
利
掃
を
個
人
に
帰
14き
せ
る
の
に

l
八
ん
で
は
な
い
か
と
憎
し
得
る

v

特
別
の
知
訟
が
必
安
心

の
は
川
、
薬
討
の
管
担
や
悠
従
事
首
問
所
心
円
い
が
，
h
F
寺
、
以
来
刊
の
し
局
い
場
合
で
あ
る

v

経
一
匹
に
ゐ
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
特
定
り
者
心
み

で
お
り
、
ま
さ
に
制
人
同
刊
益
を
佳
品
さ
せ
る
べ
き
場
々
と
一
甲
ス
る
む
ー
特
別
の
知
識
」
の
以
件
ど
満
た
し
て
い
る
お
ん
口
ど
は
、

1

新
し

い
と
い
う
安
件
は
不
援
で
あ
る
と
一
μ
え
る
じ

」
の
よ
う
ん
d

訓
判
M
A
Y

－一メげ

一
九
七
A

ハ
年
の
法
仲
け
で
は
、

八
一
（
判
ハ
久
況
の

判
怖
と
は
忠
一
な
る
解
決
訂
法
が
ぶ
じ
り
さ
れ
た
い
「
な
わ
ち
一
、

じ
は
「
共
有
川
町
悼
の
果
実
及
び
収
入
は
、
似
の
分
前
七

2
3
m
2
5〉
E
Cニ】｝乙）

又
は
以
益
の
分
誌
を
定
的
る
げ
の
叫
ん
て
の
令

百
が
な
！
v

ぬ
合
に
は
、

共
有
肘
一
午
、
町
出
火
さ
L

る
」
〉
一
心
め
て
い

4
y討
に
戸
ふ
り
mポ
い
み
に
は
涼
則
二
l
v
J
I
7
j
H
仲
村
】
弓
が
i
利
用
さ
れ
、
そ

心
掛
門
銀
を
間
わ
ず
萱
一
昨
心
一
部
と
な
る
口
L
U
J

な
わ
ら
、
叩
刊
益
を
あ
げ
る
の
に
貝
－
臥
し
た
の
r
A
特
定

の
ん
で
d

め
っ
た

ζ
L
て
dJ

持
汁
リ
廿
は
J

っ
た
ん
遺
長
に
人
る
n

ナ

条
の
一
一
〈
利
治
は
統
一
前
に
レ
っ

、
そ
の
桁
針
人
に
は
、
送
産
か
ら
報
酬
を
受
け
る
こ
乙
小
訟
仇
り
ら
れ
て
、
る
♂
八
一
ム
立

こ
〉
斗
、
ノ
、
一
一
円
J
Z乏で川了ヘ

L
i
／

L
リ

ツ

ッ

L
J／
；

わ
一
し
み
点
る
＝
問
え
ば
、
共
有
者
の

心「7

2つ•I 1.2Ul11 1 ; '.lix J人d：γSo .S LiG• 

人



が
茶
剤
師
で
、
自
信
で
来
日
の
崎
社
内
に
あ
た
り
、
利
v
刊
を
あ
げ
た
場
合
で
あ
コ
て
も
、

そ
の
利
訴
は
い
つ
去
ん
H
パ
有
立
九
買
の
利
r

ド
に

な
る
。
》

L
こ
そ
の
い
役
、
｝
の
薬
川
川
師
は
、
薬
剤
料
、
こ
し
て
の
禄
蜘
を
曜
夜
か
い
つ
版
行
す
る
こ
と
が

沢一

匂
複
雑
さ
や
困
難
ち
を

M
避
す
る
行
め
の

i
犬
と
ゐ
司
令

υ

果
実
の
埼
煩
を
川
川
断
す

来
実
は
h
小
別
と
し
て
法
＃
に
入
る
が
、
似
の
分
割
仏
γ
で
相
続
人
間
の
合
意
が
あ
る
場
ん
じ
に
は
そ
れ
に

一切〕

ハ
k
hつ
。
似
の
分
説
乙
は
、
遺
体
れ
ん
心
中
日
射
慌
の
使
用
収
い
什
r
濯
や
各
持
続
人
、
に
分
配
ず
る
、
｝
乙
で
あ
り
、

八
九
条
け

つ
に
ふ
る
と
、

収
仏
権
を
ー

人
は
造
曜
か
ら
作
じ
た
果
tt
ん
hv
収
受
I
、
円
分
の
も
の
と
す
る
f
と
が
で
一
台
る
。
恨
の
分
割
が
z
の
れ
ば
、
用
本
中
大
の
対
馬
げ
か
定
ま
っ
て
し

る
こ
と
に
な
り
、
遺
一
吃
た
有
巾
の
財
産
山
中
へ
川
古
川
門
川
川
に
お
こ
な
う
ん
一
許J

の
制
度
て
あ
る
一

果
実
に
対
す

h
F同
刊
行
為

フラノス法； ：s11る遺産刀管弔，－ .元j

果
実
は
沼
産
に
へ
る
こ
2
で
、
法
定
1

む
構
成
す
る
引
所
と
し
て
、
被
相
川
正
人
心
肝
間
柱
と
川
様
～
円
以
わ
れ
る
｝
と
に
な
る
わ
一
長
突
が
相

伝
不
動
淀
か
ら
一
守

V

♂た賃制
U

い
債
権
の
よ
う
に
川
元
任
権
E
め
る
場
企
に
は
、
廿
恨
相
絞
人
（
U

可
分
債
権
と
同
僚
に
抜
わ
れ
る
代

賃
貸
f
h

勤
斥
を
相
続
人
心
一
人
が
管
遣
し
て
い
る
場
ふ
い
に
は
、

。〕

椙，，.~ 
A 
l正
｛お
O) 

中日
持.；；，
人
力冶

ヌて

i!IJ; 

'" ?J 
~Ji 
や
，一夜L
夕、

任
き
1 
】と

お
i1 
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一
一
ノ
来
が
、
吋
巨
市
さ
れ
、
相
続
人
心
情
即
権
限
は
」
↓
然
L

庁
前
戸
れ
、

告
相
続
人
は
相
続
八
γ
r
b
乙
て
賃
料
同
以
に

叩
坦
斗
寸
共
有
川
は

あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
、

ま？
7

一
、
管
制
四
一
の
胤
え
に
従
そ
以
ゎ
、
相
続
人
の
ふ
人
出
’
賃
料
回
以
に
あ
た
る
一
」
こ
も
吋
縦
で
あ
る
つ
句
、
t
ば

そ
の
ご
と
は
京
動
産
か
り
生
じ
る
賃
料
位
権
の
到
荻
に
コ
い
に
わ
一
令
粁
を
受
け
て
い
る
戸
、
と
に
も
な
り
、
こ
の
相
続
人
は
八
一
五
条
の

に
基
づ
寺
、
半
独
て
賃
料
日
以
に
μ
め
た
る
こ
乙
が
で
き
る
n



｜｜ 

来
実

r
遺
所
分
説

三時
ーム

日州

で
は
、
法
崖
か
ら
生
じ
た
果
誌
が
近
広
に
入
る
乙
い
う
注
論
JPLtH紅
乙
し
て
、

出
本
実
は
追
並
共

fh引
各
同
州
Mm人
に
伊
円
呈
さ
れ
、
y／
」

孔
ゆ
え
、
沼
産
か
ら
生
じ
た
泉
ど
た
に
つ
い
て
は
、
紋
相
続
人
刀
法
権
と
ソ
門
外
に
、
ム
直
咲
い
十
ハ
有
中
の
そ
の
特
注
権
限
が
各
仰
い
科
人
t

円
分
割

さ
れ
る
こ
こ
を
不
し
た
。

H
で
は
、
遺
産
の
一
部
乙
な

J

た回日本中犬、」
f
l
件
分
配
ζ

の
持
係
正
γ
、／）
h
v
h
v
日
開
山
本
兵
が
債
権
て
ゐ
る
山
場
合
に

μ
及
し
な
が
ら
町
ら
か
に
「
る

同土
λ

に
出
認
し
て
符
叫
に
設
日
ら
れ
た
朱
丈
心
z

円
い
味
も
舷
認
す
る

「

i
ゴ
そ
し
て

2

1

1

 

i
J
mポ
ぜ
ん
と
沼
産
分
割

F
Hい
き

；ピと
＂＇ノ＼

う条
（二凶 J.,

A豆
汽そ

し、

つ
II. 

I吋
立主
体
Cコ
は
ず下

十十

恨
j I 

ひ
で
は
果
実
を
迭
す
性
に
八
同
め
る
と
い
う
つ
！
？
の
誌
格
↓
一
川
が
ほ
吊
さ
れ
て
い
る

J

こ
の
日
一
い
格
一
斉
は
、

一
ト
心
で
は
AJ
叫に

果
実
mr
治
旅
に
人
る
こ
と
を
詩
球
「
ず
る
い
炉
、

主
日
亡
、

f
〆

相
絞
人
間
の
連
川
加
を
根
拠
と

H
4
h
需
一
ヤ
相
続
人
ム
T

同
一
心
利
益
と
す
る
、
一
L
」

す
な
わ
ち
泣
定
分
割
の
い
町
象
と
す
る

る
！
と
さ
れ
て
い

川
市
五
は
、
J
U
と
J
U
L
Y

遺
斗
町
内
、
構
成
〆
て
い
た
慌
相
続
人
の
財
岸
工
〆
一
同
校
へ
遺
産
分
割
子
殺
さ
の
市
で
れ
｛
止
の
相

続
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
、
宗
五
ケ
行
、
ご

J

め
た
財
産
を
造
梧
分
割
時
に
註
が
攻
作
「
ゐ
の
か
と
は
切
関
係
で
あ
る

r

ま

パ
」
六
年
改
t

－F…
の
八
一
一
二
条
ゐ
頃
は
芥
該
当
分
は
。
艶
崖
又
は
ボ
政
援
、
彼
利
止
は
債
権
に

o

っ
て
情
求
し
な

け
れ
ば
な
い
つ
な
い

仮
の
分
割
問
守
に
も
号
令
栴
続
人
刈
の
ιけ
に
の
な
い
限
れ

と
規
子
ν

し
い

果
実
は
造
品
性
比
陀
八
十
ヂ
ヤ
法
《
を
構
設
す

る
の
で
、
遺
産
分
布
吋
に
は
本
長
hv
来
実
に
も
適
用
さ
れ
、
作
針
人
の
配
当
分
を
構
成
す
J

る
、
す
な
わ
ら
官
庁
昨
分
町
一
り
対
象
ζ

な
る
？

コ
ノ
ゾ
六
庁
の
法
律
い
に
点
る
訴
八
一

ん
川
弘
ぶ
土

分
山
町
対
象
と
な
る
引
間
半
体
は
：
：
一
い
か
い
杭
苅
始
時
に
存
L
y
川町

そ
の
絞
の

区z

に
が
に
す
る
県
実
白
ハ
ヤ

λν
い
こ
と
規
定
し
て
い
る
。
果
ナ
一
が
法
応
分
割
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
」
り
湖
一
様
に
さ
、
れ
と
い
る

F
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こ
の
よ
う
に

L
亡
、
遺
曜
か
ら
パ
ー
に
た
呆
実
J
B
h臥
則
、
rご
ν

て
法
了
一
分
割

な
る
遺
産
い
ヘ
ユ
主
れ
る
貯
桔
乙
v
J
て
れ
定
の
相

続
人
に
双
山
押
さ
L

る
」
と
が
で
台
る
υ

造
品
作
共
有
「
γ
に
符
連
防I
阪
に
盆
つ
い
て
県
支
を
札
受
し
た
相
続
人
は
、
議
苛
に
対

し
て
と
り
限
定
を
な
）
遣
す
る
義
的
、
ー
な
わ
ち
み

M
1
）
文
一
九
め
を
免
許
つ
」

A
M九
ず
限
師
、
そ
の
染
五
Jhlv

川
分
依
棒
で
あ
る
場
合
に
は
、
被
栴

私
人
日
可
分
債
権
と

桔
続
分
へ
の
在
中
」
の
方
法
に
民
る
こ
」
に
な
る
。
〈
い
＝

J
I

ハ
可
の
法
律
に
よ
る
新
八
六
四
条
は
、
こ
り
よ

う
な
い
作
続
ー
へ
の
道
産
に
対
一
ワ
司
令
作
古
代
あ
が
、

一
ゴ
い
換
え
る
こ
遺
伝
の
に
い
紋
人
に

て
当
該
初
日
制
人
に
収
行
き
ゼ
る
と
し
て
し
る
の
も
況
に
述
べ
た
と
お
い
り
で
あ
る
。

（2
J
持
院
す
べ
き
財
詮

果
実
μ
h
追
圧
に
人
り
、
各
相
続
人
が
相
続
分
に

rmじ
〈
管
却
す
る
と
こ
ろ
と
な
る

と
と
ろ
が
、
来
実
は
被
相
続
人
れ
い
り
財
産
む
管
理

フラノス法； ：s11る遺産刀管弔，－ .元j

や
経
常
か
ら
年
じ
る
こ
と
が
多
い
っ
す
な
わ
ち
、
被
初
日
杭
人
の
小
動
売
を
笠
貸
す
る
場
ん
μ
に
は
、
あ
る
相
絞
人
が
丘
貨
の
業
務
に
あ
た

行
、
賃
引
い
な
同
収
す
る
の
で
お
る
ヘ
尚
業
資
産
が
あ
る
山
崎
む
に
は
、
あ
る
旧
日
杭
人
が
径
一
匹
に
あ
た
り
、
収
人
’
V
得
る
、
と
の
よ
、
っ
＝

管川町

、
作
相
続
人
が
問
主
リ
に
な
し
て
い
る
の
ご
は
な
く
、
引
制
定
の
相
続
人
の
み
に
よ
る
こ
と
が
多
い
ミ
れ
ゆ
え
、
米
女
主

一
夫
以
に
一
以
A
メ
す
る
の
は
、

被
相
続
人
の
川
則
互
の
笠
間
町
一
に
あ
わ
コ
て
」
る
主
で
あ
る
こ
に
が
多
い

そ
こ
で
、
果
実
九
州
同

v

て
は
、
防
相

続
人
心
肘
斥
の
管
止
に
あ
た
る
が
一
が
一
以
受
ず
る
場
台
に
同
一
コ
ノ
る
特
別
の
条
文
が
あ
る
ハ

ま
ず
、
八
一
五
条
の

f
員
削
設
は
「

間
又
は
数
制
の
共
有
財
産
を
管
述
寸
る
μη

八
十
明
石
は
、
そ
の
管
球
心
納
治
を
返
還
す
る
義
務
を

ノ
只
う
」
と
定
め
て
い
る
。
ゐ
司
令
作
約
人
右
中
正
産
宍
有
中
に
減
作
針
人
の
民
運
心
信
注
に
あ
ー
～
る
ぬ
台
、
統
J

んJ

は
じ
苅
h
r
弘
治
安
山
川
J
Zは

黙
ボ
の
委
汀
に
よ
っ
て
は
さ
れ
｝
白
場
ム
バ
（
八
九
け
条
の
三
、
そ
の
財
監
か
ら
生
じ
る
果
実
中
心
帆
去
す
る
慌
限
も
そ
の
相
続
人
に
TAr
汀

さ
れ
て
お
い
り
、
山
町
I
該
k
f続
人
以
収
受
し
た
来
実
を
情
務
の
持
灰
し
と
し
て
遺
産
分
割
時
に
造
＃
に
必
還
し
な
け
い
九
は
は
ら
一
ぱ
レ

U

人

11弘太1};?) CiG (5 159) Iつワ'I1.ヨ00;



三時

日
名
門
の

特
別
担

は
、
巡
洋
管
埋
1

斗ド山
ι
しじ

は
そ
の
足
還
義
務
が
管
旧
日
の
J

げ
が
い
や
」
に
阪
、
つ
れ
る
こ
と
を
開
示
、
）
て
い

た
mポ
よ
六
か
い
っ
管
法
特
一
山
川
等
の
よ
ス
品
、
1
A
L引
い
た
組
で
あ
令
。
持
］
民
L
の
対
象
ぐ
な
る
の
は
、
岡
本
究
会
一
体
い
で
は
な
く
、
果
よ
六
か
い
っ
管
法

ーム

日州

に
安
L
た
え
以
川
斗
プ
ゼ
引
い
た
僚
に
な
る
」
来
実
は
れ
庄
一
μ
庄の

1

引
で
あ
り
、
相
続
人
全
日
行
の
利
益
で
あ
る
が
、
そ
の
果
実
か
ら
管
湾
高
買
い
用

等
を
捻
山
ー
す
る
こ
と
で
、
白
川
円
以
用
川
う
を
ね
絞
！
人
一
全
号
午
、
魚
川
じ
て
い
る
こ
と

L
か
も
、
管
珂
質
問
川
等
を
当
然
思
突
か
ら
芸

し
引
く
こ
ζ

が
で
き
る
心
一
ヘ
管
河
に
あ
た
る
し
仇
続
人
は
仙
の
伝
統
人
の
同
意
な
く
旨
津
安
用
付
J

を
ー
ベ
払
う
こ
と
予
有
能
ζ

ば
る
u

涜

つ
也
切
に
な
す
た
ゐ
正
土
ん
で
丸
山
る
と
己
え
る

U

（

3
J
果
実
の

沢市
N
J州
内

J
L
7
4
3
1
 

7こ

八一
h

h仇
ぷ
の

一
第
一
折
、
に
よ
る
J
、
芥
桐
続
人
に
は
返
疋
土
八
J

行
中
一
利
訴
に
一
江
川
7
9
h

次
的
持
分
守
山
2
2
5
5一｝内）

お
求
す
る
」
こ
ル
ノ
が
認
め
ら
れ
℃
い
る
d
H
Fれ
実
を
リ
ー
や
い
し
め
る
財
産
の
管
問
ご
め
介
っ
て
い
る
相
川
正
人
が
京
山
了
ん
を
収
受
し
、
そ
の
来
実

が
債
権

γよ
あ
れ
ば
、

こ
の
果
実
じ
法
定
八
戸

d

割
時
」
は
こ
の
相
続
人
口
一
相
絞
分
に
烹
勺
さ
れ
る
の
ξ
あ
る
が
、
直
垂
共
有
が
長
f
J
〈
と
、

方
で
、
特
坦
に
あ
た
勺
相
続
人
の
も
と
に
収
交
、
三
人
山
市
当
が
り
骨
精
L
、
他
方
ご
、
遣
が
の
古
川
分
の
一
部
JY造
、
品
分
割
を
待
た
ず
に
以

相川

γ7
一
い
と
し
F
m

ノ
相
続
人
が
山
て
く
る
し
そ
こ
で
五
灸
は
、
各
相
続
人
が
遺
産
分
割
安
一
待
に
ず
に
財
完
全
作
ら
れ
る
方
法
と

J

て、

五
の
」
古
川
A

に
対
ず
る
南
求
権
を
認
め
て
い
る
」

m市
兵
は
遺
産
の

椙
続
人
が
本
条
に
も
亡
リ

m
E
ん
の
持
分
を
取
付
し
一
ん
な
ら
ば
、
み
れ
ば
泣
詮
分
割
時
に
持
民
に
の

：、川片」つ
7
1
d
h

リコ

ヨ
v
J
d
F
9
1
1

刻
家
ζ

ほ
り
、
黒
字
、
引
債
権
で
あ
札
ば
、
松
紋
分
に
充
当
、
？
れ
る
u

各
松
続
人
は
本
条
に
呆
づ
き
架
空
パ
に
お
け
る
持
一
八
刀
の
前
求
な
、
池

の
ιハ
河
川
相
川
針
人
の
司
告
な
く
、
中
川
川
↑
〈
司
自
に
な
し
お
る
心
亡
、
何
ム
か
刀
一
字
情
で
急
に
肘
げ
を
取
（
侍
L

J

J

い
場
合
に
相
～
利
一

cあ
る
。

に
だ
し
、
請
求
し
得
る
の
ぼ

に
唄
ら
れ
る
t

引
バ
ザ
に
は

一
来
安
か
ら
、
『
八
判
一
対
岸
の
匂
川
収
、
ハ
川
及
ひ
経
常
に
要
す
る
負
担

司勺
h
M

一

2つ81.2Ul11 1 ; 
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を
芝
、
五
引
い
た
領
で
あ
か
仁
倒
、
え
ば
、
遺
性
に
ι
ま
れ
る
不
動
産
を
笠
公
立
し
い
る
場
人
ぱ
い
は
、
果
実
で
あ
る
同
仁
科
八
二
引
か
ら
、
そ

の
ん
一
致
桔
JT
支
際
仁
勺
在
十
J
7
Q

請
が
内
六
日
ー
ぶ
に
い
る
管
珂
費
用
や
修
繕
弗
買
は
す
を
デ
ノ
引
い

分
所

な
る

J

ま
た

i' J主
十jr 斥

似 の

の：~
f日常1
酬刊号さ

＇今て之
止え

援

あ

め
司
令
指
続
人
が
そ
の
対
山
一
か
ら
以
入
を
終
止
場
与
に
は
、

経
質
や
笥
骨
に
あ
て
3

さ
ら
に
粁
r
j
u
f
h
v
i
枚
、
保
有

L
て
お
か
な
け
れ
い
な
ら
な
J

額
h
p
v人
L
引
い
て
、
そ
の
叫
叫
ん
小
の
紛
が
分
配
の
対
象
y
、

池
の
い
ホ
H
M
h
人
の
同
志
L
V」
門
侍
ず
と
も
信
市
ん
に
ふ
の
た
る
い
花
続
へ
が
弘
実
か
ら
管
河
費
用
等
九
七
仏
品
川
と
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
点
、
は
、

八
一
心
糸
川
の

と
川
様
で
忘
る

F

び

以
に
応
分
析
か
ら
次
の
よ
う
な
と
と
小
明
ら
か
L

な
っ
チ

7

ラ
ン
ス
法
立
は
、
可
分
債
権
の
当
町
、
分
割
ば
ヰ
一
洋
共
有
中
心
待
理
作

フラノス法； ：s11る遺産刀管弔，－ .元j

限
り
分
割
公
立
咋
す
る
子
一
伝
権
は
、
道
ヶ
パ
日
ハ
令
中
三
凶
収
六
、
れ
た
か

l

川
円
か
い
か

V
わ
ら
ず
川
事
件
分
割
の
対
象
と
な
る
が
そ
の
方
k

は
只
な
り
、
造
法
共
有
牛
い
回
収
手
わ

k
h
d
ぺ
に
債
権
は
涛
ん
む
の
相
絞
へ
い
収
得
手
什
、
州
国
ぷ
共
有
中
に
一
同
収
さ
れ
に
債
権
は
、

と
め
？
に
コ
た
相
続
人
の
相
続
人
刀
に
充
当
さ
れ
る

f

法
単
か
ら
立
じ
た
債
権
L

つ
い
て
J
弘
、
川
市
当
は
い
ワ
た
ん
造
、
生
に
人
る
と
い
う
だ

J

え

万
七
ゲ
一
説
H
M
i
y
一
、
〆
て
、
被
相
続
人
の
債
権
と
同
杉
、
遣
は
生
共
ム
引
は
そ
の
管
理
権
阪
が
分
割
さ
れ
、
退
完
f
M

ハ
ャ
割
の
汁
象
に
も
な
る
、
た
だ

し
、
果
叫
ん
の
ぬ
ム
巳
れ
は
、
特
定
の
栴
続
人
が
果
実
を
牛
じ
し
め
る
山
即
時
を
管
迎

T
q
ア
｝
の
環
「
〆
て
呆
突
を
収
受
す
る
こ
L

一がタグ

い
の
で
、
持
法
に
あ
た
る
柄
ぬ
人
が
管
法
を
踏
切
に
な
」
j
J
T
m
U
D
L
i
I
ゃ

他
の
相
続
人
が
引
刊
誌
の
分
附
か
γ
ヨ
け
や
す
く
す
る

L
夫
が

な
3
れ
て
い
る
n

っ
こ
ァ
ン
ス
決
は
、
九
桁
続
人
九
J

債
権
刊
以
や
州
市
交
の
収
受
を
な
し
ノ
灯
る
の
は
、

叫
川
川
曜
が
各
相
続
人
に
帰
属
し
て
い
る
か
ら
C
は
立
ノ
＼

造
同
大
有
山
中
に
は
も
T
H机
人
店
員
に
財
産
の
啓
明
権
限
が
あ
る
か
ら
ど
と
い
い
号
、
え
て
レ
る
ハ
巾
出
中
断
対
ド
行
中

C
M陸
一
刀
帰
属
に
J

訂
日
す
る
の
で

1,; 
iii 
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三時

は
な
く
、
財
産
の
官
民
権
限
に
品
［
忙
し
オ
る
こ
if
芝
、
遺
存
共
有
門
の
債
権
回
収
ゃ
Z
j、の一
Ml受
と
、
出
J

凡
の
相
川
町
州
市
ふ
坦
斗
寸
分
割
同
時
に
定

士山
z
u
w
w

～！ノ｝

コ
け
る
こ
と
が
C
き
る
ハ
出
州
統
開
始
か
ら
迭
す
住
分
割
ま
で
の
－
流
れ
全
体
が
F
川
攻
な
く
比
論
化
E
き
る
υ

ーム

日州

－J
が
回
て
ー
さ
一
、
辰
巳
心
意
作
品
完
治
ば
、
当
快
分
一
役
さ
れ
行
債
権
や
果
実
を
、
相
続
人
九
同
一
の
台
三
に
よ
っ
て
遺
品
作
分
割
の
汁
ゑ
に
す

る
と
い
う
考
え
万
シ
一
4

止ァゐ
3
セ
コ
つ
一
お
り
、
遣
に
π
分
訟
を
伝
合
的
統
的
に
お
、
｝
な
お
う
と
い
下
つ
L
十
ん
を
は

f
J

て
い
る
n

し
か
し
、
こ

の
八
日
忠
心
村
氏
や
方
式
会
一
ノ
ご
っ
僻
一
G
J

ゐ
の
か
小
川
ら
か
セ
な
く
、
九
買
の
合
意
な
【
侍
広
け
れ
ば
な
ら
は
い
と
い
う
凶
雑
3
を
伴
、
7
u

似

与
し
ば
当
然
分
割
に
よ
打
債
権

hv
確
定
的
に
問
料
、
ウ
ゼ
る
考
え
方
に
よ
ξ
方
が
、
口
分
に
よ
っ
て
部
合
か
よ
レ
「
考
え
る
相
続
入
は
、
川
叫

権
主
法
一
仕
分
割
の
対
象
と
「
る
こ
と
に
必
意
的
に

ま
た
、
債
権
や
巾
市
長
一
ゲ
↓
I
」
伏
4

号
制
し
お
許
税
人
に
ほ
定
位
に
山
船

出
さ
せ
て
お
き
江
が
ら
、
山
思

J

吋
分
割
ハ
U
4
丸
忽
と
オ
ノ
る
と
い
う
理
一
首
に
は
い
叫
川
埋
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

v

品
店
蛍
分
別
は
再
円
相

J

ど
に
パ
v
h
r

債
権
一
議
設
す
は
む
か
、
溺
及
効
と
れ
反
日
係
で
埋
併
が
何
軒
町
に
な
る
へ

ブ
一
ノ
ン
ス
法
は
、
こ
い
に
、
申
込
応
の
管
理
J
い
う
侵
山
、
J
r
l
J
え
る
こ

と
で
、
当
然
分
制
の
よ
仏
国
と
浩
一
片
分
割
の
対
象
！
と
「
る
こ
と
を
件
び
つ
け
伯
作
る
の
だ
と
一
小
岐
し
と
い
る
1
f

一
百
え
る
υ

J斗h
i、

プ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
い
絞
相
絞
人
の
可
分
債
権
及
び
遺
産
か
ら
M
1
J
と
泉
五
で
あ
る
債
梓
む
検
一
け
い
い
川
象
と
い
、
遺
産
の

管
川
町
と
い
う
説
作
が
相
続
開
始
か
、
つ
略
取
点
分
説
ま
で
の
流
れ
を
即
論
れ
げ
よ
ノ
る
l
ご
主
従
で
あ
る
こ
と
を
ー
γ
げ
た
こ
の
よ
内
包
似
p
］dJ
乞

さ
ら
に
哉
託
金
一
体
に
広
一
行
、
追
ポ
井
、
右
山
一
構
成
主
〈
京
（
の
従
助
や
品
川
使
の
張
動
、
信
此
仰
の
弁
出
や
追
贈
の
版
行
、
刺
殺
人
間
の
関
係
ゃ

第
一
一
石
乙
の
関
係
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
法
定
の
J
r
R
量
こ
法
崖
分
官
の
い
法
政
性
を
検
討
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
い
れ
か
ら
の
検
討
に
お

い
て
も
、
遺
産
分
割
に
お
け
る
例
続
人
調
の
リ
井
、
統
一
的
ん
外
的
に
造
立
分
前
半
、
お
戸
、
な
え
こ
と
の
必
裂
性
と
い
ミ
凱
日
が
、

り
重
要
で
あ
る
？

ν？
え
る
ハ
ま
に
、

ブ
ラ
J

ス
ふ
い
い
か
ら
の
一
が
川
町
一
や
踏
ま
え
て
、
わ
か
民
の
治
体
分
配
安
務
か
に
の
よ
？
な
判
断
な
し
て

い
く
へ
、
さ
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
斗
例
や
五
（
訟
の
分
析
を
し
た
ト

？
JtJよ
め
り
、
九
f
絞
の
謀
芯
／
｝
し
に
い

U

c" ',, 

有
四
七
条
ば
一
ベ
机
ー
忠
実
J

へは川
1
士
一
忠
夫
、
］
Z
J
J
U
ポ
ケ
汽
ぷ
南
円
増
叫
培
法
、
従
拘
取
得
梓
に
一
J

り
、
町
ー
有
梓
主
に
帰
一
｛
づ
る
L

え
疋
ん
て
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F

刊
川
、
一
J
U
力内
v
t
巧
江
戸
尽
き
ソ
J
】でさ戸
C
時
じ
へ
己
）
）
同
一
つ
吋
（
支

ヘ別
J

己
己
主
主
J
何時
R
P
2
5
A
L（ゼ
H
O
己
】
ほ
お
U
F
t
c
f
υ
三
三
月
一
ニ
ロ
メ
2
4
ア

T
与
言
切
ら
～
ど
へ
た
さ
と
2
3
日i
v
Z三
｛
f
M
M
M守
口
C

ム
、
ぃ
yL
］）
AJMJE2
一一』門戸印（
F
G
2じ
占
ト
ゴ
｛

VN］乙凶
Z
戸
日
戸
一
ル
｛
釦
三

A
C
M】｛）日戸｝戸）
q
f
c
円
M
Z一九匂

b
z
h
N
、
へ
弘
之
、
之
さ
hph〉
ρ

苦
言
【
5
右
ヘ
ぷ
）

コ2

｛明日吋

－川
h
J

（
的
～－oぞ

） 

" 

F吟

ハ

三塁

、r
品

ご
2
白川ハ一ヤ
2
4
ニ
ゴ
】
｝
C
4
n
J

（3
0
γ

二
一
山
%
%

む
と
ち
f

E
勺
Hhwpコ戸内へお（〕〉ロチ
V
L
N
2
N
E
ほ
ろ

門
店
切

2
A
F
J
Mじ山
4
ぺ
だ
さ
C

ヴ
ガ
］
AWCa
］

u
c
c
L
d月
出
C
2
2
M
L
マ
叫
〕
二
（
｝
合
同
三
ご

0
3
η

↓2
8

木
町
一

lj
（
》
ご
替
問
ド

（川例に入
U

一

｛町、
－淵（

山

川

一

的

、ペ

川
、
吠
段
中
一
向

3
 

（l
m
F
U

ば
内
コ
ト
p
d
F
H
m
r
λ
5
1叩
ち

吋

山

口

日

J
L一y
ν
r
d
f
M
2
1
～c
た
、
＋
ハ
＋
似
半
官
、
り
竹
い

人
の
同
人
的
ハ
什
宝
J

↑
ょ
の
を
ご
一
を
思
刊
に
円
以

d
Uて
わ

rn
に
〕
州
胤
J
r
f
r
前

山

公

定

九

六

年

判

決

（

J
2
5
一N

U

）叫門戸〆

M
U

）万三
ν

n

山

石
巧

M

E
也マコ
C
ぢ
Z
p
r
z
z
午
、
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